
 
 

「
池
袋
学
」
は
止
ま
ら
な
い
。 

高 

萩 

宏 
   

二
〇
一
七
年
二
月
、
不
動
産
・
住
宅
情
報
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
会
社
が
「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
た
。
住
ま
い
を
探
す
ユ
ー
ザ

ー
の
検
索
・
問
い
合
わ
せ
数
を
ベ
ー
ス
に
算
出
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、
池
袋
が
首
都
圏
の
「
借
り
て
住
み
た
い
街
」
の
一
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

 

「
Ｊ
Ｒ
線
、
西
武
池
袋
線
、
東
武
東
上
線
、
東
京
メ
ト
ロ
な
ど
合
計
８
線
が
乗
り
入
れ
る 

ビ
ッ
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
交
通
利
便
性
や
、
駅

周
辺
で
の
就
業
・
就
学
、
買
物
・
飲
食
な
ど
の
利
便
性
と
市
街
地
と
し
て
の
事
業
集
積
性
（
業
務
性
）
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
池
袋
」
は
東
口
側
、
西
口
側
と
も
広
大
な
事
業
集
積
地
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
大
型
商
業
施
設
の
ほ
か
飲
食
店
街
、
大
学
、
文
教
施
設
も
数

多
く
あ
っ
て
駅
勢
圏
が
大
き
い
こ
と
も
１
位
に
な
っ
た
要
因
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。」 

 

と
い
う
の
が
調
査
し
た
会
社
の
解
説
だ
が
、
近
年
池
袋
は
何
か
と
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
二
〇
一
四
年
に
都
内
二
十
三
区
で
唯
一
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
以
来
、
二
〇
一
五
年
に
は
豊
島
区
役
所
と
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
同
居
す
る
日
本
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一

体
型
本
庁
舎
「
と
し
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
タ
ウ
ン
」
が
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
は
池
袋
に
事
務
所
を
置
く
小
池
百
合
子
衆
議
院

議
員
が
都
知
事
選
挙
に
出
て
大
勝
利
を
お
さ
め
、
全
国
に
池
袋
の
名
前
が
知
れ
渡
っ
た
。 

 

二
〇
一
四
年
か
ら
東
京
芸
術
劇
場
と
立
教
大
学
の
連
携
講
座
と
し
て
始
ま
っ
た
「
池
袋
学
」
だ
が
、「
渋
谷
学
」
や
「
新
宿
学
」
を
参
考
に
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
成
り
立
ち
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。
東
京
芸
術
劇
場
と
し
て
は
池
袋
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
き
た
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」、「
ト

キ
ワ
荘
」
、
「
セ
ゾ
ン
文
化
」
の
三
点
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
き
た
。
二
〇
一
四
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
方
に
登
場
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
検
証
し
き
っ
た
感
じ
は
未
だ
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ガ
シ
ー
が
気
に
な
り
始
め
て
い
る
。「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
は
二
〇
一
七

 
 

年
、
十
二
回
目
を
迎
え
る
「
新
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
西
口
ま
ち
か
ど
回
遊
美
術
館
」
の
事
業
の
中
で
、
新
た
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、「
ト
キ
ワ

荘
」
は
豊
島
区
が
数
年
後
に
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
建
す
る
そ
う
で
、
漫
画
文
化
の
聖
地
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
セ
ゾ
ン
文
化
」
は
セ
ゾ
ン
文

化
財
団
が
そ
の
名
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
東
京
の
演
劇
・
舞
踊
シ
ー
ン
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。 

 

二
〇
一
六
年
度
は
「
雑
司
が
谷
が
や
が
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
未
来
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
（
二
〇
一
四
年
）
の

を
記
念
し
て
、
雑
司
が
谷
に
関
す
る
特
別
レ
ク
チ
ャ
ー
を
立
教
大
学
と
共
同
で
行
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
雑
司
が
谷
鬼
子
母
神
堂
が
国
の
有
形
重

要
文
化
財
に
正
式
に
指
定
さ
れ
、
豊
島
区
内
の
重
要
文
化
財
は
建
造
物
と
し
て
は
「
自
由
学
園
明
日
館
」
に
次
い
で
二
件
目
と
な
っ
た
。 

 

三
年
間
で
ひ
と
区
切
り
を
付
け
る
「
池
袋
学
」
だ
が
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
は
「
明
日
館
」
以
外
に
も
雑
司
が
谷
関
連
で
い
え
ば
、
江
戸
時
代

の
「
鼠
山
感
応
寺
」
、
「
上
が
り
屋
敷
」
な
ど
へ
も
興
味
が
出
て
き
て
い
る
。
豊
島
師
範
学
校
・
成
蹊
大
学
・
舞
台
芸
術
学
院
な
ど
の
文
教
施
設
の

歴
史
、
東
武
デ
パ
ー
ト
・
西
武
デ
パ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
・
丸
井
な
ど
商
業
施
設
の
こ
れ
か
ら
も
面
白
そ
う
だ
。
再
開
発
の
準
備
組
合
が
作
ら

れ
た
池
袋
西
口
の
未
来
も
大
い
に
気
に
な
る
。
そ
ん
な
中
、
東
京
芸
術
劇
場
の
前
の
池
袋
西
口
公
園
に
大
型
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
造
り
た
い
、
と

い
う
区
長
の
発
言
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
豊
島
区
で
は
二
〇
一
九
年
に
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
開
催
地
に
立
候
補
す
る
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

東
京
芸
術
劇
場
と
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
度
は
公
演
事
業
と
し
て
石
田
衣
良
さ
ん
の
「
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
（
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｐ
）
」
を
元
に

し
た
音
楽
劇
の
創
造
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
三
年
を
終
え
て
振
り
返
り
の
年
と
し
て
の
二
〇
一
七
年
度
は
「
渋
谷
学
」
や
「
新
宿
学
」
が
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
「
池
袋
学
」
と
合
わ
せ
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

「
池
袋
学
」
は
止
ま
ら
な
い
、
と
タ
イ
ト
ル
に
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
つ
か
再
開
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
た
か
は
ぎ
・
ひ
ろ
し 

東
京
芸
術
劇
場
副
館
長
）   

※
鬼
子
母
神
の
「
鬼
」
の
表
記
は
本
来
「
角つ

の

」
の
な
い
字
を
用
い
て
い
ま
す
。 
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